
 

 

 

 

 

 

 

７月は一学期のまとめの月です。個人懇談も今日から始まります。いい締めく

くりをして夏休みを迎えましょう。  

◎心のとびら  

 『小学校 心のとびらを開く月曜講話』青木靖著／学事出版を読んで共感しま

したので、今回は、そのお話を紹介させていただきます。  

 

「みなさんは心にとびらがあることを知っていますか。  

どんな人にも心にとびらがあるのですよ。しかもそのとびらに  

は、とってがついていないのです。外から開けようとしても絶  

対に開かないとびらなんです。だから一度閉ざされると、外か  

らどんな強い力で開けようとしても開かないのです。   

 たたいても怒鳴っても絶対にだめなのです。  

人はどんなとき、固く心のとびらを閉ざしてしまうのでしょうか。それはお

友達からいじめられたり、仲間はずれにされたりして、人が信じられなくな

ったときではないでしょうか。では、どうしたら心のとびらは開くのでしょ

うか。実は心のとびらは内側から開くようになっているのです。心のとびら

が内側から開く様子は、ちょうどお日さまの暖かさにお花が咲くのに似てい

ます。  

 心のとびらを閉ざしてしまったお友達には、お日さまの暖かさが必要なの   

です。では、お日さまの暖かさってなんでしょう。  

そういえば、みなさんはイソップ物語の『北風と太陽』のお話  

を知っていますね。「北風と太陽が話をしています。『下を歩いて  

いる少年のマントをどっちが脱がせることができるか競い合おう』。どちらも

自信満々です。始めに北風が試みます。北風は強風を巻き起こし、マントを

はぎ取ろうとします。しかし、少年はマントをしっかり押さえて放しません。

次に太陽が暖かい日差しを少年に注ぎます。少年はポカポカ暖かくなってき

たのでマントを脱ぎ、太陽が勝った」というお話です。  

人の心のとびらを開くのは、このお話に似ています。お日さまのような暖

かさとはお友達の思いやり、やさしい言葉ではないでしょうか。  

心のとびらを閉じたままでは、お友達もできませんし楽しい生活もできません。

けっして幸せにはなれないと思います。  

あなたの心はあなただけの宝物ですが、それはお友達や先生、おうちの人の

温かい心、やさしい言葉に触れたとき、初めてとびらが開き、宝物のように輝く

のです。」  

 

この話のように、温かい心、やさしい言葉が太陽のようにふりそそぐ子ども

たちであってほしいと心から願っています。  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あゆの放流 

６月１１日（火）３年生  

は環境体験学習であゆの  

稚魚の放流をしました。  

１時間目は、すずかけホ  

ールで昔の猪名川の様子  

や猪名川に生息する魚な  

どについて学習しました。  

２時間目からは、こんに  

ゃく橋に行ってあゆの稚  

魚の放流をして、河川敷  

のゴミ拾いをしました。  

ご協力頂いた漁業組合や  

地域、保護者の方々、 

ありがとうございました。  

 

※日々の学校生活についても、ホームページで紹介しています。ご覧ください。  
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 川西リバーフレンド 
 男女混合チーム 
阪神大会 優勝  
県大会   出場 

 三岡マリアさん  

 

 
きんたくん学びの道場 
「きんたくん学びの道場」とは『放課後』と
いう時間に『学校』という場において『友だ
ち』とのかかわりを大切にしながら、家庭学
習の習慣化及び基礎基本の定着を図ること
を目的としてい  
ます。５年生以  
上の希望者を対  
象に行っていま  
す。子どもたち  
は水曜日と金曜  
日の放課後、学  
習室に立ち寄り、  
その日の宿題や  
課題プリント、  
自主学習などに取り組んでいます。  

 

 夏こそ体験を! 
 今 月 2 0 日 か ら 子 ど も た ち が 楽 し み に し て い る 長 い 夏 休 み が は じ ま
り ま す 。 卒 業 生 に 小 学 校 で 一 番 心 に 残 っ て い る も の は 何 か と 尋 ね る
と 、多 く の 子 ど も が 修 学 旅 行 や 自 然 学 校 を あ げ ま す 。子 ど も た ち は 自
然 体 験 や 体 験 的 活 動 を 通 し て 自 然 の 美 し さ を 発 見 し た り 、自 信 や 満 足
感 を あ じ わ っ た り し ま す 。夏 休 み は 時 間 が 取 れ ま す の で 、自 然 体 験 や
体 験 活 動 を 行 う 絶 好 の 機 会 で す 。  

田 舎 に 行 く 、旅 行 を す る と い っ た 遠 く へ 行 く 事 ば か り で な く 、も の
を 作 る 、課 題 に つ い て 調 べ る 、料 理 を す る 、動 植 物 を 育 て る 、遊 ぶ な
ど 、日 常 の 中 で も い ろ い ろ な 体 験 が で き ま す 。そ の 課 題 を 解 決 す る た
め 、試 行 錯 誤 し な が ら 追 及 し 、課 題 解 決 を 図 っ て い く 過 程 で 、子 ど も
は 考 え る 力 、 判 断 力 、 学 び 方 を 身 に つ け る こ と が で き ま す 。 さ ら に 、
解 決 の 過 程 で 驚 い た り 、知 的 好 奇 心 を 高 め た り 、解 決 で き た 成 就 感 を
味 わ っ た り す る こ と で し ょ う 。こ の よ う に 様 々 な 体 験 を 重 ね て い く こ
と は 、「 生 き る 力 」 を 育 む こ と に な り ま す 。  

 日 ご ろ 、子 ど も と の 時 間 が な か な か と れ な い と い う ご 家 庭 で も 、夏

休 み に は 一 緒 に 過 ご す 時 間 も 増 え て く る と 思 い ま す 。子 ど も と 一 緒 に

体 験 し 団 欒 を 深 め て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

http://www.gakuji.co.jp/

